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エステノレとして含まれる 31p のシグナ jレを観測し フィプロインについては，その F 構造骨格にあるア




















本論文は 31 P および 13 C 高分解能固体核磁気共鳴の方法を用いて，繊維状の核酸および絹フィブロイ
ンについて，その構造と運動の様式を解明するとともに，その解析方法の基礎を明らかにしたものであ
る。
核酸lζ関しては配向試料の 31p____:_NM R の線形に現れた化学シフトの異万性をシミュレーションする





ては 13 C をエンリッチしたアラニン残基を含む 13C-NM R の線形のシミュレーションからその構造は
いわゆる F形のシート構造より扇平なものであることを示した。
分子運動の解析に際しては，複雑な複数の内部運動を持つ現象を記述するために円錐形ポテンシャル
を持つモデルを立τその回転拡散方程式を解いた。その結果，本論文の方式は、ある条件下で従来適用さ
れていた方法をも包括するものであることが示された。また. DNA について観測された回転拡散定数
は. DNAを均質弾性体とみなした時のねじれ運動の存在として説明された。
以上本論文は，高分解能回体NMRの方法が複雑な生体高分子の構造と運動の様式の解明に有用であ
る乙とを示し，さらにその解析方法の基礎を明らかにした点で，理学博士の学位論文として十分価値あ
るものと認める。
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